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(57)【要約】
【課題】開口部のある壁面を開口部を潰してしまうこと
なく防音性能に優れたものにすることができ、しかも、
それをコスト的に有利に実現することができ、既設の建
物にも容易に適用することができる室内防音構造を提供
する。
【解決手段】室内１において、サッシ窓２が備えられた
開口部３のある壁面４に、該壁面４の全体を覆う態様で
ＡＶラック５が配置され、該ＡＶラック５には、前記壁
面４の開口部３に対応する開口部７と、該開口部７を開
閉する戸板８とが備えられ、該戸板８でＡＶラック５の
前記開口部７を閉じた状態にすることにより、壁面４と
その開口部３を含む全体がＡＶラック５とそれに備えら
れた戸板８とで覆われて防音されるようになされている
。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内において、開閉用の建具が備えられた開口部のある壁面に、該壁面の全体を覆う態
様で収納家具が配置され、
　該収納家具には、前記壁面の開口部に対応する開口部と、該開口部を開閉する建具とが
備えられ、
　該建具で収納家具の前記開口部を閉じた状態にすることにより、壁面とその開口部を含
む全体が、収納家具とその家具に備えられた建具とで覆われて防音されるようになされて
いることを特徴とする室内防音構造。
【請求項２】
　室内において、開閉用の建具が備えられた開口部のある壁面に、収納家具が配置され、
　該収納家具には、前記壁面の開口部を開閉可能に覆う建具が備えられ、
　該収納家具の建具で壁面の開口部を覆った状態にすることにより、壁面の開口部が、壁
面開口部の建具と収納家具の建具とで防音されるようになされていることを特徴とする室
内防音構造。
【請求項３】
　前記収納家具が前記壁面に対して所定の間隔寸法をおき、収納家具と壁面との間を防音
用の空間部としている請求項１又は２に記載の室内防音構造。
【請求項４】
　前記収納家具が、その収納部内を防音用の空間部とすることができるようになされてい
る請求項１又は２に記載の室内防音構造。
【請求項５】
　前記開口部のある壁面が、室内と屋外とを仕切る壁の壁面である請求項１乃至４のいず
れか一に記載の室内防音構造。
【請求項６】
　前記開口部のある壁面が、室内と隣室とを仕切る壁の壁面である請求項１乃至４のいず
れか一に記載の室内防音構造。
【請求項７】
　前記収納家具の背後の外壁に換気口と換気ファンとが設けられると共に、前記収納家具
に、前記換気口と室内とを連通する吸音ダクトが設けられ、ファンを駆動することにより
、室内を換気することができるようになされている請求項４に記載の室内防音構造。
【請求項８】
　吸音ダクトの吸込み口と排気口とが偏心している請求項７に記載の室内防音構造。
【請求項９】
　前記収納家具の開口部が、該開口部を開閉する建具によって、該開口部を透光状態に閉
じたり、遮光状態に閉じたりすることができるようになされている請求項５に記載の室内
防音構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室内防音構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リビングや寝室等の室内でホームシアターや楽器、オーディオを思い存分楽しむために
は、室外への防音対策が必要である。そのための室内防音構造として、従来より、外壁を
防音仕様にしてサッシも二重構造や三重構造にしたり、あるいは、室内の壁面に沿って家
具を配置することなどが行われている。
【特許文献１】特開２００３－２６８８９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　しかしながら、外壁を防音仕様としサッシも二重構造や三重構造とする方法では、コス
トが高くつくと共に、既設の建物に適用する場合は大掛かりなリフォームが必要になると
いう問題がある。
【０００４】
　また、室内の壁面に沿って家具を配置する方法では、その壁面に窓などの開口部がある
場合は、壁面の開口部を家具で潰してしまうのは賢明ではなく、そのため、開口部を避け
る態様で家具を設置することになるが、開口部のある壁面において、開口部を除く壁面の
全体を防音のために家具で覆うことは未だ行われた試しはなく、仮に、開口部を除く壁面
の全体を家具で覆ったものがあったとしても、開口部が防音対策上のネックとなって、充
分な防音性能を発揮することができないという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記のような問題点に鑑み、開口部のある壁面を開口部を潰してしまうこと
なく防音性能に優れたものにすることができ、しかも、それをコスト的に有利に実現する
ことができ、既設の建物にも容易に適用することができる室内防音構造を提供することを
課題とする。
【０００６】
　また、本発明は、壁面の開口部を防音性能に優れたものにすることができ、しかも、そ
れをコスト的に有利に実現することができ、既設の建物にも容易に適用することができる
室内防音構造を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題は、室内において、開閉用の建具が備えられた開口部のある壁面に、該壁面
の全体を覆う態様で収納家具が配置され、該収納家具には、前記壁面の開口部に対応する
開口部と、該開口部を開閉する建具とが備えられ、該建具で収納家具の前記開口部を閉じ
た状態にすることにより、壁面とその開口部を含む全体が収納家具とその家具に備えられ
た建具とで覆われて防音されるようになされていることを特徴とする室内防音構造によっ
て解決される（第１発明）。
【０００８】
　この構造では、開口部のある壁面のうち、開口部を除く部分が収納家具で覆われ、壁面
の開口部に対応する部分において、収納家具には開口部が設けられ、該開口部は開閉用の
建具で開閉されるようになされているので、壁面の開口部を該開口部用の建具で閉じ、収
納家具の開口部をそれ用の建具で閉じた状態にすることにより、開口部のある壁面を、開
口部を含めて、防音性能に優れたものにすることができる。
【０００９】
　しかも、収納家具の開口部を開くことで、壁面の開口部を室内に面した状態にすること
ができて、壁面の開口部を収納家具で潰してしまうこともない。
【００１０】
　また、外壁を防音仕様としサッシも二重構造や三重構造とする場合に比べてコスト的な
有利性を発揮することができると共に、既設の建物にも容易に適用することができ、加え
て、収納家具を利用するものであるから、室内の収納性能を高めることができる。
【００１１】
　また、上記の課題は、室内において、開閉用の建具が備えられた開口部のある壁面に、
収納家具が配置され、
　該収納家具には、前記壁面の開口部を開閉可能に覆う建具が備えられ、
　該収納家具の建具で壁面の開口部を覆った状態にすることにより、壁面の開口部が、壁
面開口部の建具と収納家具の建具とで防音されるようになされていることを特徴とする室
内防音構造によって解決される（第２発明）。
【００１２】
　この室内防音構造では、壁面の開口部を該開口部の建具で閉じると共に、収納家具の建
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具で覆った状態にすることにより、壁面の開口部を防音性能に優れたものにすることがで
きる。
【００１３】
　しかも、収納家具の建具を開くことで、壁面の開口部を室内に面した状態にすることが
できる。また、サッシを二重構造や三重構造とする場合に比べてコスト的な有利性を発揮
することができると共に、既設の建物にも容易に適用することができ、加えて、収納家具
を利用するものであるから、室内の収納性能を高めることができる。
【００１４】
　なお、第２発明では、収納家具が、開口部を有する壁面の防音に寄与するものであるか
否かを問わないし、開口部を有する壁面の防音に寄与する場合には、開口部を有する壁面
の全体を覆うものであってもよいし、開口部を有する壁面の一部を覆うものであってもよ
い。収納家具が、開口部を有する壁面の一部を覆う場合は、開口部を有する壁面の残部に
ついては、収納家具以外の他の特別な防音手段が採用されていてもよいし、特別な防音手
段は採用されていなくてもよい。
【００１５】
　第１，第２発明において、前記収納家具が前記壁面に対して所定の間隔寸法をおき、収
納家具と壁面との間を防音用の空間部としているとよい（第３発明）。この場合は、その
空間部によって防音性能を高いものにすることができ、しかも、収納家具の収納部を室内
側に開いた状態にしても、高い防音性能を発揮することができる。なお、第２発明との結
び付きでは、収納家具が、開口部を有する壁面の全体を覆うか一部を覆うかを問わず、収
納家具を、開口部を有する壁面の防音に寄与させて、室内の防音性能を高めることができ
る。
【００１６】
　第１発明において、前記収納家具が、その収納部内を防音用の空間部とすることができ
るようになされているのもよい（第４発明）。この場合は、収納部内を防音用の空間部と
することで、壁面と収納家具との間隔をなくす、あるいは、小さくすることができて、室
内スペースを広くすることができたり、室内スペースを狭めることなく家具内の収納スペ
ースを広くしたりすることができる。なお、第２発明との結び付きでは、収納家具が、開
口部を有する壁面の全体を覆うか一部を覆うかを問わず、収納家具を、開口部を有する壁
面の防音に寄与させて、室内の防音性能を高めることができる。
【００１７】
　第１～第４発明において、
　　・　前記開口部のある壁面が、室内と屋外とを仕切る壁の壁面である場合（第５発明
）は、屋外に対する防音性能を高くすることができ、
　　・　前記開口部のある壁面が、室内と隣室とを仕切る壁の壁面である場合（第６発明
）は、隣室に対する防音性能を高くすることができる。
【００１８】
　第５発明において、前記収納家具の背後の外壁に換気口と換気ファンとが設けられると
共に、前記収納家具に、前記換気口と室内とを連通する吸音ダクトが設けられ、ファンを
駆動することにより、室内を換気することができるようになされているとよい（第７発明
）。
【００１９】
　この場合は、換気用のダクトが吸音ダクトからなっているので、室内の防音性能を維持
しつつ、室内換気をすることができる。しかも、吸音ダクトは収納家具に設けられている
ので、吸音ダクトを設けるスペースを収納家具に容易に確保することができる。とりわけ
、第１発明との結び付きでは、収納家具は、開口部のある壁面の全体を覆うものであるか
ら、上記のような吸音ダクトを設けるスペースを収納家具に容易に確保することができる
。
【００２０】
　第７発明において、吸音ダクトの吸込み口と排気口とが偏心している場合は（第８発明
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）、収納家具の収納スペースを利用して、吸音性能を高いものにすることができる。
【００２１】
　第５発明において、前記収納家具の開口部が、該開口部を開閉する建具によって、該開
口部を透光状態に閉じたり、遮光状態に閉じたりすることができるようになされていると
よい（第９発明）。この場合は、室内の用途に応じて、防音状態において、室内を透光状
態にすることもできるし、遮光状態にすることもできる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、以上のとおりのものであるから、開口部のある壁面を開口部を潰してしまう
ことなく防音性能に優れたものにすることができ、しかも、それをコスト的に有利に実現
することができ、既設の建物にも容易に適用することができる。
【００２３】
　また、壁面の開口部を防音性能に優れたものにすることができ、しかも、それをコスト
的に有利に実現することができ、既設の建物にも容易に適用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　次に、本発明の実施最良形態を図面に基づいて説明する。
【００２５】
　図１及び図２に示す実施形態の室内防音構造において、１は室内であり、該室内１には
、屋外１２に開放可能な腰高の開口部３を有する壁面４が備えられ、該壁面４の該開口部
３には、開閉用建具としての引き違い式のサッシ窓２が設けられ、該壁面４に対して、収
納家具としてのＡＶラック５が、壁面４の全体を覆う態様で配置されている。なお、５ａ
は高さ調節部材で、ＡＶラック５の上端面を天井面６に対して近接ないしは接触状態にす
るためのものである。また、図示しないが、ＡＶラック５には、その左右の側面を、隣接
する壁面に対して近接ないしは接触状態にするための幅調整機構が備えられているとよい
。
【００２６】
　そして、該ＡＶラック５には、壁面４の開口部３に対応する開口部７が備えられると共
に、該開口部７を開閉する建具としての引き分け式の戸板８，８が、図３（イ）等に示す
ように、ＡＶラック５の背面側の位置において備えられている。
【００２７】
　該戸板８，８は、ＡＶラック５の開口部７を閉じた状態で、壁面４の開口部３のサッシ
窓２との間に防音用の空間部が形成されるように間隔をおいて備えられている。
【００２８】
　また、ＡＶラック５は、背後の壁面４に対して、防音用の空間部が形成されるように間
隔をおいて設置されていてもよいし、あるいは、ＡＶラック５に各収納部５ｂ…を塞ぐ図
示しない蓋が備えられて各収納部５ｂ…内を防音用の空間部とすることができる場合は、
背後の壁面４に対して近接ないしは接触状態に配置されていてもよい。
【００２９】
　上記の室内防音構造では、開口部３のある壁面４のうち、開口部３を除く部分がＡＶラ
ック５で覆われ、壁面４の開口部３に対応する部分において、ＡＶラック５には開口部７
が設けられ、該開口部７が引き分け式の戸板８，８で開閉されるようになされているので
、壁面４の開口部３のサッシ窓２を閉じ、ＡＶラック５の開口部７を引き分け式の戸板８
，８で閉じた状態にすることにより、壁面４の開口部３を戸板８，８とサッシ窓２とで防
音性能に優れたものにすることができるのはもちろん、開口部３のある壁面４をサッシ窓
２の部分を含めて、防音性能に優れたものにすることができる。
【００３０】
　しかも、ＡＶラック５の開口部７を開くことで、壁面４のサッシ窓２を室内に面した状
態にすることができて、壁面４の開口部３をＡＶラック５で潰してしまうこともない。
【００３１】
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　また、上記の室内防音構造によれば、外壁を防音仕様としサッシも二重構造や三重構造
とする場合や、サッシを二重構造や三重構造とする場合に比べてコスト的な有利性を発揮
することができると共に、既設の建物にも容易に適用することができ、加えて、ＡＶラッ
ク５を利用するものであるから、室内１の収納性能を高めることができる。
【００３２】
　なお、壁面４の開口部３のサッシ窓２を閉じ、ＡＶラック５の開口部７を戸板８，８で
閉じた状態において、ＡＶラック５と壁面４との間の防音用の空間部と、ＡＶラック５の
戸板８，８と壁面４のサッシ窓２との間の防音用の空間部とは、つながらないように気密
処理が施されているとよい。
【００３３】
　図３（ロ）に示す実施形態は、ＡＶラック５に、その開口部７に垂れ下がることができ
る映写用のスクリーン９が備えられた場合のものであり、戸板８は遮光性のものからなっ
ており、戸板８でＡＶラック５の開口部７を閉じると室内１は防音遮光状態になって、ス
クリーン９を降ろして音量大きくして鮮明な映像を楽しむことができるようになされてい
る。
【００３４】
　また、図３（ハ）（ニ）に示す実施形態はそれぞれ、ＡＶラック５の開口部７を戸板８
が昇降して開閉するようになされたものであり、
　図４（イ）に示す実施形態は、ＡＶラック５に備えられる建具が、複数枚の戸板８，８
を戸袋式に備えたものからなっているものであり、
　図４（ロ）に示す実施形態は、ＡＶラック５に備えられる建具が、引き分け式の戸板８
，８からなり、該戸板８，８がＡＶラック５の正面側に備えられたものであり、
　図４（ハ）に示す実施形態は、ＡＶラック５に備えられる建具が、折れ戸式の戸板８，
８からなり、該戸板８，８が、開口部７を開いた状態でＡＶラック５の開口部７を囲む面
の側面部に沿った状態に折り畳まれるようになされたものである。
【００３５】
　図５に示す実施形態は、ＡＶラック５の開口部７を挟む両側のそれぞれに、複数枚の戸
板１０，１０，１１，１１が戸袋式に備えられたものからなっていて、開口部７を挟む一
方の戸板１０，１０は透光性の戸板からなり、開口部７を挟むもう一方の戸板１１，１１
は遮光性の戸板からなっていて、これら戸板を用いて、ＡＶラック５の開口部７を、図５
（ロ）に示すように透光状態に閉じたり、図５（ハ）に示すように遮光状態に閉じたりす
ることができるようになされている。
【００３６】
　図６（イ）に示す実施形態は、ＡＶラック５の背後の外壁に換気口１４と換気ファン１
５とが設けられると共に、ＡＶラック５に、前記換気口１５と室内１とを連通する吸音ダ
クト１３が設けられ、ファン１５を駆動することにより、室内１を換気することができる
ようになされている。換気用のダクト１３が吸音ダクトからなっているので、室内１の防
音性能を維持しつつ、室内換気をすることができる。しかも、ＡＶラック５は、開口部３
のある壁面４の全体を覆うものであるから、吸音ダクト１３を設けるスペースをＡＶラッ
ク５に確保するのも容易である。また、図示するように、吸音ダクト１３の吸込み口１３
ａと排気口１３ｂとはそれらの高さ位置が異ならされて偏心されており、そりため、吸音
性能を高いものにすることができ、しかも、そのような吸音ダクト１３をＡＶラック５に
容易に備えさせることができる。
【００３７】
　図６（ロ）（ハ）に示す実施形態は、本発明の室内防音構造を、室内１と、隣室として
の廊下１６とを仕切る間仕切り壁の壁面４に適用したもので、該壁面４には、室内１と廊
下１６とを行き来するための開口部３が備えられ、該開口部３には開閉用の建具としての
扉１７が備えられている。
【００３８】
　そして、該間仕切り壁の壁面４に対して、収納家具５が、壁面４の全体を覆う態様で配
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置され、収納家具５には、壁面４の開口部３に対応する開口部７が備えらると共に、該開
口部７を開閉する建具としての引き戸式の戸板８が、収納家具５の正面側の位置において
備えられ、該戸板８で収納家具５の開口部７を閉じた状態にすることにより、壁面４とそ
の出入り用開口部３を含む全体が収納家具５と戸板８とで覆われて防音されるようになさ
れている。なお、収納家具５は、壁面４における開口部３の上方の壁面部をも覆う態様で
備えられている。
【００３９】
　この室内防音構造においても、図６（ハ）に示すように、壁面４の開口部３の扉１７を
閉じ、収納家具５の開口部７を戸板８で閉じた状態にすることにより、開口部３のある壁
面４を扉１７の部分を含めて、防音性能に優れたものにすることができる。
【００４０】
　しかも、図６（ロ）に示すように、収納家具５の開口部７を開くことで、壁面４の扉１
７を室内１に面した状態にすることができて、壁面４の出入り用開口部３を収納家具５で
潰してしまうこともない。
【００４１】
　以上に、本発明の実施形態を示したが、本発明はこれに限られるものではなく、発明思
想を逸脱しない範囲で各種の変更が可能である。例えば、上記の実施形態では、収納家具
としてＡＶラック５を用いた場合を示したが、ＡＶラック５に限らず、各種の収納家具が
用いられてよい。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】実施形態の室内防音構造を示すもので、図（イ）は図（ロ）のＩ－Ｉ線断面図、
図（ロ）は正面図である。
【図２】同室内防音構造の防音状態を示すもので、図（イ）は図（ロ）のＩＩ－ＩＩ線断
面図、図（ロ）は正面図である。
【図３】図（イ）は同室内防音構造の側面図、図（ロ）～図（ニ）はそれぞれ他の実施形
態にかかる室内防音構造の側面図である。
【図４】図（イ）～図（ハ）はそれぞれ、更に他の室内防音構造を示す断面平面図である
。
【図５】更に他の室内防音構造を示すもので、図（イ）は断面平面図、図（ロ）及び図（
ハ）はそれぞれ同室内防音構造の防音状態を示す断面平面図である。
【図６】図（イ）は更に他の室内防音構造を示す断面側面図、図（ロ）及び図（ハ）は更
に他の室内防音構造を示す断面側面図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１…室内
　２…サッシ窓（建具）
　３…開口部
　４…壁面
　５…ＡＶラック（収納家具）
　７…開口部
　８…戸板（建具）
１０…戸板（建具）
１１…戸板（建具）
１２…屋外
１６…廊下（隣室）
１７…扉（建具）
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